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日
頃
よ
り
自
治
会
活
動
に
４
３
８
町
の
皆

様
よ
り
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、豊
橋
市
制
施
行
１
１
０
周
年
の
記

念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
自
治
連
合
会
と
し
て

は
、『
地
域
の
魅
力
、
再
発
見
！
〜
出
か
け
て
、

感
じ
て
、
え
え
じ
ゃ
な
い
か
豊
橋
〜
』
を
行
い
、

４
月
17
日
魚
町
安
海
熊
野
社
を
皮
切
り
に
、今
年
１
月
７
日
消
防
出
初
式
ま
で

32
か
所
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
あ
る
建
造
物
・
遺
跡
等
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
実
施
し
ま
し
た
（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）
。
１
月
７
日
に
公
会
堂
で
実
施
し
た
抽
選

会
で
は
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

市
制
施
行
記
念
式
典
の
８
月
１
日
に
は
、プ
ラ
ッ
ト
前
の
広
場
に『
自
治
連
合
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
』
と
題
し
、花
壇
を
設
置
し
て
市
民
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）
。
加
え
て
、自
治
連
合
会
運
営
の
透
明
化
を
図
る
取
組

み
と
し
て
、１
月
に
は
自
治
連
合
会
規
約
を
改
訂
す
る
な
ど
し
、次
年
度
に
向
け

現
在
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、社
会
全
体
に
目
を
向
け
ま
す
と
、昨
年
は
熊
本
・
鳥
取
・
福
島
県
で
の
大

き
な
地
震
や
夏
の
北
海
道
に
台
風
上
陸
、年
末
に
は
新
潟
県
糸
魚
川
市
の
大
火

と
大
変
な
年
で
し
た
。
幸
い
、こ
の
地
域
に
は
大
き
な
事
故
、災
害
も
な
く
無
事

一
年
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、地
域
に
お
い
て
は
少
子
高
齢
化
問
題
が

否
応
な
し
に
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
地
域
の
実
情
に
見
合
っ
た
対
応
が
求
め
ら
れ

る
時
代
に
向
け
、自
治
連
合
会
は
、地
域
の
安
全
・
安
心
・
日
本
一
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
絶
大
な
る
、ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
て
、ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
６
月
24
日
、
豊
橋

市
公
会
堂
に
て
、
本
年
度
の
定

期
大
会
が
、
多
数
の
ご
来
賓
に

よ
る
ご
臨
席
の
も
と
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
井
自
治
連
合
会
長
は
少
子

高
齢
化
な
ど
の
問
題
に
触
れ
、
「
日
本
一
安
全

で
、
住
み
や
す
い
豊
橋
市
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
」

と
の
挨
拶
で
幕
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
校
区
自
治
会
長
（
９
名
）
、
町
自

治
会
長
（
77
名
）
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
方
々
へ
の
表

彰
状
が
、
ま
た
、
平
成
27
年
度
で
退
任
さ
れ
た

校
区
自
治
会
長
（
５
名
）
、
町
自
治
会
長
（
80
名
）
へ

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
平
成
27
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
、

平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
『
自
分
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

作
る
』
を
目
指
す
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
提
言

『
28
定
期
大
会
』
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

提
言
「
28

定
期
大
会
」

一
、
安
全
・
安
心
・
緑
の
多
い
豊
か
な
住
み
良
い

　
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

一
、
効
果
的
・
効
率
的
・
透
明
化
の
活
動
推
進

一
、
地
域
の
強
化
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実

副会長

天野 明彦
副会長

植村 幸司
副会長

徳島 結城

　

平
成
29
年
１
月
11
日
、

自
治
連
合
会
は
次
の
２
項

目
に
つ
い
て
市
へ
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

①
広
報
と
よ
は
し
の
配
布

に
つ
い
て

②
教
育
環
境
の
整
備
に
つ

い
て

　

回
答
は
３
月
に
開
催
す

る
第
８
回
理
事
会
で
報
告

さ
れ
ま
す
。

三井会長（左） 佐原市長（右）

市長へ要望書提出
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自
治
連
合
会
長
あ
い
さ
つ

定
期
大
会
開
催

平成28年度

提
言
「
28

定
期
大
会
」
を
採
択

日本一住みやすいまち  豊橋をめざして日本一住みやすいまち  豊橋をめざして



　

自
治
連
合
会
の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
、

市
政
の
推
進
に
あ
た
り
、
多
大
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
防
災
、
防
犯
、
交
通
安
全

な
ど
様
々
な
活
動
に
日
々
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
お
り
、心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
昨
年
11
月
の
市
長
選
挙

に
お
き
ま
し
て
、多
く
の
皆
様
の
暖
か
い
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
市
政
の
舵

取
り
を
任
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
が
、
持
続
可
能
な
未
来
の
豊
橋
を
実

現
す
る
た
め
の
理
想
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

市
民
の
皆
様
の
お
力
無
く
し
て
す
す
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
「
未
来

を
さ
さ
え
る
安
心
づ
く
り
」
と
し
て
、
子

育
て
環
境
の
整
備
や
お
年
寄
り
が
元
気

に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
災

害
に
強
い
暮
ら
し
の
実
現
に
は
、
地
域
住

民
の
皆
様
の
お
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

自
治
連
合
会
の
皆
様
に
は
、
様
々
な
地

域
活
動
を
と
お
し
て
、住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
地
域
に
お
け
る
顔
の
見
え
る
関

係
づ
く
り
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な

り
ま
す
。「
と
も
に
生
き
、
と
も
に
考
え
、

と
も
に
つ
く
る
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
、

ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、引
き

続
き
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
自
治
連
合
会
が
さ
ら
な
る
飛

躍
を
と
げ
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
28
年
５
月
12
日
、
「
人
口
減
少
化
に
対
応
し
た
学
校

の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
市
長
と
の
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

懇
談
会
に
は
４
月
に
就
任
し
た
山
西
正
泰
教
育
長
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
小
中
学
校
の
統
廃
合
に
対
す
る
考
え
方

に
つ
い
て
、
「
学
校
は
教
育
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
子
ど
も
の

居
場
所
で
あ
り
、
地
域
の
よ
り
ど
こ
ろ
、
災
害
時
の
防
災
拠

点
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
今
後
も
地
域
と
意
見
交
換
を
重

ね
慎
重
に
対
応
し
て
い
く
。
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
世
帯

の
保
育
料
の
引
き
下
げ
、
多
子
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
保

育
料
軽
減
な
ど
を
行
っ

て
い
く
と
の
報
告
が
、

ま
ち
な
か
の
活
性
化
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

駅
前
大
通
り
に
図
書
館

や
広
場
な
ど
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
「
歩

く
楽
し
み
」
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
「
ス

ト
リ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
事

業
」
を
推
進
す
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
京
都
市
を
訪
問
し
て

　

平
成
28
年
５
月
16
日
に
京
都

市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

京
都
市
に
は
、
小
学
校
区
を

基
準
と
し
た
「
学
区
（
元
学
区
）」
と
呼
ば
れ
る
地
域

活
動
単
位
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
室
町
時
代
の
自
治

組
織
で
あ
る
「
町
組
」
や
明
治
時
代
の
「
番
組
小
学
校
」

の
歴
史
を
受
け
継
い
で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
現
在
で

は
小
学
校
の
統
廃
合
が
あ
り
、
通
学
区
域
と
「
学
区
（
元

学
区
）」の
区
域
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
様
々

な
団
体
に
よ
る
多
く
の
地
域
活
動
が
、
今
も
こ
の
「
学

区
（
元
学
区
）」
を
中
心
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

翌
17
日
に
は
春
日
学
区
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

春
日
学
区
も
、
小
学
校
は
隣
接
す
る
小
学
校
に
統

合
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
も
学
区
を
単
位
と
し
た
活

発
な
活
動
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
自
治
会
へ
の
加
入

促
進
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
各
町
内
会

に
お
い
て
は
、
高
年
齢
で
あ
っ
て
も
活
動
を
活
発
に

行
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
問
題
な
い
と
し
、
各
種
団
体

委
員
を
選
出
し
、

行
事
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　

少
子
高
齢
化
、

情
報
化
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
等
、
社
会

は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
変
化
に
地
域

と
し
て
ど
う
対
応

し
て
い
く
か
、
住

民
の
知
恵
を
集
約

し
て
い
く
こ
と
が

課
題
解
決
に
つ
な

が
る
と
感
じ
ま
し

た
。

●
日
立
市
を
訪
問
し
て

　

平
成
28
年
11

月
15
日
〜
16
日
の

二
日
間
に
わ
た

り
、
茨
城
県
日

立
市
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

日
立
市
は
、
豊

橋
市
と
比
較
し

て
人
口
、
世
帯

数
が
約
半
分
、
日

立
製
作
所
・
日

立
グ
ル
ー
プ
の
企

業
城
下
町
で
す
。
太
平
洋
に
面
し
、
南
北
に
長
く
、

山
を
背
負
う
丘
陵
地
に
位
置
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
津
波
被
害
は
一
部
の
漁
港
の

み
で
、
被
害
は
少
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

住
民
自
治
組
織
は
23
の
小
学
校
区
ご
と
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の

活
動
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
交
流
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま

す
。「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
」「
地
域
で

で
き
る
こ
と
は
地
域
で
」
を
目
標
に
掲
げ
、
生
活
環

境
の
向
上
、
地
域
福
祉
の
増
進
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

翌
16
日
は
、
日
立
市
塙
山
学
区
住
み
よ
い
ま
ち
を

つ
く
る
会
を
訪
問
し
、
塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
組
み
や
地
域
活
動
な
ど
ご
教
示
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
長
の
西
村
さ
ん
の
お
話
か
ら
、
地
域
住
民
に
、「
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
機
会
を
ど
の
よ
う
に
提
供
で

き
る
か
」、
ま
た
、「
新
た
な
地
域
課
題
の
解
決
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
を
目
標
に
尽
力
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　

二
日
間
の
視
察
を
と
お
し
て
、
都
市
の
お
か
れ
た
立

場
を
参
考
に
す
る
と
共
に
、
微
力
な
が
ら
今
後
の
豊

橋
の
ま
ち
づ
く
り
の
為
に
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

豊橋市長　佐原 光一

　

昭
和
63
年
４
月
か
ら
平
成
25
年
３
月
ま
で
の
う
ち
21
年

間
、
弥
生
松
原
町
総
代
・
町
自
治
会
長
を
務
め
ら
れ
た
髙
木

繁
氏
が
、
平
成
28

年
11
月
３
日
付
け

で
「
旭
日
単
光
章
」

を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
受
賞
報
告
の

た
め
平
成
28
年
12

月
15
日
、
佐
原
光

一
市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　髙木繁元会長（左）佐原市長（右）
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佐
原
市
長
の
言
葉

市
長
と
の
懇
談
会
開
催

髙
木  
繁 
元
自
治
連
合
会
長

旭
日
単
光
章
を
受
賞

「塙山学区住みよいまちをつくる会」西村会長と

春日学区との意見交流会

自治連合会理事と意見を
交わす佐原市長



　訪れた人それぞれが想う時のながれ―「馬越長火塚古墳」「嵩山蛇穴遺跡」

「瓜郷遺跡」。

　船の安全を守り、海を見つめる―「前芝燈明台」。

　由緒ある伝統行事を、現在から未来へと伝える熱い思いと情熱―「御衣祭

（松葉・湊神明社）」「笹踊り（老津神社）」「真田祭（杉山、真田神社）」。

　今も残る、人情味あふれる人々の生活―「三八の市（旭）」「酉の市（新川）」

「一五の市（花田）」。

　スタンプラリーをとおして、それぞれの地域がもつ歴史や文化、自然の美

しさ等を再発見するとともに、この地域の歴史の中で、ふるさとへの深い思

いを持ち、今も明るくたくましく生きる。そんな、豊橋の人たちのすばらしさ

に出会うことができたのではないでしょうか。

　上品なブルーの衣装に身を包んだ第57代目豊橋まつりクイーンは、今年も総おどりに、パレカに、２日間はじける笑顔

で豊橋まつりを盛り上げました。ダンス曲はカーリー・レイ・ジェプセンの「アイ・リアリー・ライク・ユー」でした。

（三菱レイヨン株式会社豊橋事業所からの衣装提供は49回目）

7月10日（日）
ええじゃないか発祥の地（牟呂校区）320人参加

11月26日（土）、27日（日）
普門寺もみじ祭（谷川校区）402人参加

10月１日（土）
笹踊りの奉納（老津校区）360人参加

8月21日（日）、9月11日（日）
一五の市（花田校区）617人参加

盛大に行われたスタンプラリー抽選会  582人が参加

歴史と文化、伝統が生きる町 ふるさと豊橋

盛大に行われたスタンプラリー抽選会  582人が参加

豊橋市制施行110周年記念自治連合会事業　延べ1万5千人が参加

『地域の魅力、再発見！～出かけて、感じて、ええじゃないか豊橋～』スタンプラリー

3

　１月７日（土）、豊橋市公会堂にてスタンプラリー抽選会が盛大

に開催されました。特賞「TDRディズニーホテルペア宿泊１day

パスポート付」のほか、金賞、銀賞、銅賞合わせて110本に加え、

市長賞、議長賞、自治連合会長賞、豊橋鉄道賞などたくさんの

賞品が当たる抽選を行いました。

豊橋球場でのオープニングセレモニー パレカで踊るクイーン

さわやかな青空の広がる好天に恵まれ、今年も延べ65万人の参加で盛り上がりました。

第62回 ええじゃないか豊橋まつり 10月15日土・16日日第62回 ええじゃないか豊橋まつり



　

平
成
28
年
度
校
区
の
防
災
訓
練
が
、
師
走
に
入
っ
て

最
初
の
日
曜
日
に
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
避
難
訓
練
に
は
、
幼
児
や
小
・
中
学
生
か
ら
80

歳
を
超
え
た
方
ま
で
約
６
０
０
人
余
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ど
こ
の
校
区
も
同
様
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
避

難
訓
練
は
、
ま
ず
最
初
の
集
合
場
所
（
指
定
し
た
空

き
地
ま
た
は
近
く
の
公
園
）
に
地
域
ご
と
の
小
グ
ル
ー

プ
で
集
合
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
指
揮

の
も
と
、
町
全
体
の
集
合
場
所
と
な
る
公
園
に
移
動
し
、

参
加
人
員
を
把
握
し
ま
す
。
そ
の
後
、
町
単
位
で
校

区
全
体
の
集
合
場
所
と
な
る
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ

移
動
し
ま
す
。

　

全
体
で
集
合
し
た
後
の
体
験
訓
練
は
、
消
火
訓
練
・

応
急
救
命
訓
練
・
起
震
車
、
そ
し
て
、
電
力
会
社
か

ら
は
停
電
時
の
対
応
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
鷹
丘
校
区
で
は
各
町
の
集
合

場
所
で
の
状
況
を
、
13
年
前
に
結
成
し
た
校
区
内
の
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
資
格
者
の
グ
ル
ー
プ
を
活
用
し
て
、
防
災

訓
練
本
部
と
連
絡
を
取
る
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
東
陵
中
学
校
生
徒
の
参
加
が
あ
る
こ
と
で
す
。

有
事
と
な
れ
ば
、
昼
間
の
時
間
帯
働
き
に
出
て
い
る
大

人
は
、
地
域
に
お
い
て
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
学
校
の
協

力
も
あ
り
、
在
学
中
必
ず
一
回
は
防
災
訓
練
の
参
加
を

必
須
に
し
て
地
域
連

携
を
作
り
上
げ
て
い

ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
身

近
な
地
域
住
民
と
の

共
同
作
業
だ
け
に
、

興
味
津
々
覗
き
込

み
な
が
ら
も
、
積
極

的
に
各
訓
練
に
取

り
組
む
、
頼
れ
る

中
学
生
の
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

　

下
地
校
区
は
、
隣
接
す
る
大
村
・
津
田
校
区
と
と

も
に
四
方
を
豊
川
と
豊
川
放
水
路
に
囲
ま
れ
、
万
一

の
大
災
害
発
生
時
に
孤
立
す
る
可
能
性
が
心
配
さ

れ
る
地
域
で
す
。
そ
こ
で
、
必
要
な
自
主
的
な
防
災
・

減
災
活
動
と
し
て
、平
成
23
年
に
下
地
自
主
防
災
会

（
Ｓ
Ｅ
Ａ
）が
発
足
し
ま
し
た
。

　

会
を
組
織
を
す
る
に
あ
た
り
、
校
区
全
体
を
５
つ

の
エ
リ
ア
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
リ
ー
ダ
ー
の
下
で
独
立

し
た
防
災
組
織
を
作
り
ま
し
た
。
28
年
度
は
、
防
災

意
識
の
高
い
30
代
〜
50
代
を
中
心
に
総
勢
93
名
の
メ

ン
バ
ー
で
活
動
し
ま
し
た
。

　

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
で
は
、
自
分
た
ち
の
足
で
確
認

し
た
避
難
場
所
、
消
火
設
備
、Ａ
Ｅ
Ｄ
、
危
険
箇
所
等

を
詳
し
く
記
載
し
た
も
の
を
エ
リ
ア
ご
と
に
作
成
し
、

全
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
校
区
内
で
営
業
さ
れ

て
い
る
事
業
所
の
多
く
に
防
災
活
動
に
賛
同
し
て
い

た
だ
き
、マ
ッ
プ
に
載
せ
ま
し
た
。

　

配
備
さ
れ
て
い
る
防
災
倉
庫
、
防
災
機
材
、
水
防

設
備
の
管
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
校
区
防
災
訓
練

で
は
、毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
て
、主
に
体
験
型
で
行
っ
て

い
ま
す
。ベ
ー
ス
と
な
る
の
は
「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
」
。
自
助
共
助
公
助
の
う
ち
の
自
助
共
助
の
部

分
を
し
っ
か
り
根
付
か
せ
て
行
け
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

嬉
し
い
こ
と
に
26
・
27
年
度
は
、
市
と
県
か
ら
活
動

を
認
め
て
い
た
だ

き
、
28
年
度
名
古

屋
大
学
で
行
わ
れ

た
「
あ
い
ち
防
災
・

減
災
カ
レ
ッ
ジ
」
の

先
進
的
活
動
と
し

て
発
表
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
気
づ

い
た
こ
と
、
出
来
る

こ
と
か
ら
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
ま
た
、
新
一
年
生
の
元
気
な
声
が

聞
こ
え
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
ね
。

　

み
な
さ
ん
で
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

豊
橋
市
制
施
行
１
１
０
周
年
を
記
念
し
て
、

豊
橋
市
と
の
市
民
協
働
事
業
で
、８
月
１
日
の

式
典
の
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
「
穂
の
国
と
よ
は
し

芸
術
劇
場
プ
ラ
ッ
ト
」の
北
側
芝
生
広
場
（
ロ
ー

タ
リ
ー
）に
メ
イ
ン
オ
ブ
ジ
ェ
を
１
台
、校
区
自
治

会
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
を
８
台
飾
り
ま

し
た
。

　

校
区
自
治
会
の
オ
ブ
ジ
ェ
は
、市
内
を
８
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を

模
し
た
花
壇
で
ま
ち
な
か
を
彩
り
、式
典
参
加

者
や
ま
ち
な
か
を
訪
れ
る
多
く
の
市
民
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

【
編
集
委
員
】

　
　

徳
島
結
城
、
大
谷
代
里
子

　
　

林　

信
雄
、
原　

基
修

　
　

伊
藤
徹
雄

豊橋市制施行１１０周年記念
シンボルイベント

夏色MERRY blossom
 ～笑顔あふれる花のまち～

4

訓練に取り組む中学生

防災マップを確認しながらの避難訓練

自治連合会コミュニティガーデン

記
後
集
編

成
28

平

度
年

告
報
業
事

会
合
連
治
自
市
橋
豊

Ⅰ
．
重
点
推
進
事
項

１　

明
日
の
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

市
民
館
を
拠
点
に
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
実

施
な
ど

２　

安
全
で
明
る
い
市
民
生
活
を
築
く
ま
ち
づ
く
り

交
通
安
全
市
民
運
動
の
推
進

防
犯
活
動
の
推
進

３　

青
少
年
が
健
康
で
明
る
く
育
つ
ま
ち
づ
く
り

青
少
年
健
全
育
成
会
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

非
行
防
止
活
動
と
明
る
い
家
庭
づ
く
り
の
実
践

４　

地
震
等
災
害
か
ら
市
民
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

危
機
管
理
体
制
の
強
化

自
主
防
災
会
の
充
実
と
防
災
意
識
の
高
揚
な
ど

総
合
防
災
訓
練
へ
の
参
加
な
ど

５　

美
し
く
住
み
よ
い
緑
の
ま
ち
づ
く
り

５
３
０
運
動
お
よ
び
愛
市
憲
章
の
実
践
と
啓
発

６　

快
適
な
暮
ら
し
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
す
る
た
め
の
自
主

的
な
活
動
の
推
進
な
ど

Ⅱ
．
一
般
推
進
事
項

１　

受
託
業
務
の
実
施

市
行
政
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、
「
広
報
と

よ
は
し
」
の
配
布
な
ど
市
の
業
務
に
つ
い
て
業
務

委
託
契
約
を
締
結

２　

豊
橋
ま
つ
り
へ
の
参
加

各
校
区
自
治
会
よ
り
ク
イ
ー
ン
を
選
出
し
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
へ
参
加

３　

共
同
募
金
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
な
ど
へ
の
協
力

４　

地
域
で
献
血
運
動
へ
の
協
力
な
ど

Ⅲ
．
特
別
推
進
事
項

１　

自
治
会
活
動
の
充
実
と
活
性
化
の
促
進

２　

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

３　

市
制
施
行
１
１
０
周
年
記
念
事
業
の
推
進

■

下
地
自
主
防
災
会

■

中
学
生
も
参
加
し
て
の
防
災
訓
練

鷹
丘
校
区

下
地
校
区


